
放射能被ばくから子どもを守る施策について 
（２０１２年愛知自治体キャラバンまとめ） 

 

市町村名 
学校給食の食の安全、健康検査など子どもを 

被曝から守る自治体独自の施策 

食材用放射能 

測定器について 

自治体独自

の基準 
す
で
に
購
入
し
て
い
る 

購
入
の
予
定 

購
入
の
予
定
は
な
い 

設
定
し
て
い
る 

設
定
し
て
な
い 

合計 ――― １２ ５ ３７ ４ ５０ 

１ 名古屋市 給食食材のうち、国が定める１７都県の農畜水産物について、

健康福祉局が実施している収去検査の中で、月６検体程度放射

性物質の検査を実地している。また、それ以外の農畜水産物に

ついて、食材を調達している（財）名古屋市教育スポーツ協会に

おいて月１検体程度検査を実施している 

○    ○ 

２ 豊橋市 厚生労働省の通知に基づく１７都県で生産された農畜産物に

ついて、学校給食に使用する前に放射能セシウムを測定し、そ

の結果を（財）豊橋市学校給食協会のホームページで公表して

いる 

○   ○  

３ 岡崎市 学校給食使用予定食材及び提供済給食の放射性物質スクリ

ーニング検査を実施 
○    ○ 

４ 一宮市 食品放射能検査機器を購入し、食材を検査する  ○   ○ 

５ 瀬戸市 産地確認を実施し、全品測定を実施している団体からも食材

を購入している必要に応じて、安全証明を徴収している 
  ○  ○ 

６ 半田市 平成２４年３月に放射線測定器を導入し、加工品を除く食材と

出来上がり１食分を簡易測定し、子どもたちが食べる前に学校給

食センターのホームページにおいて測定結果を公表している。

また平成２４年９月からは、愛知県教育委員会が実施する「平成

２４年度学校給食モニタリング事業」により事後検査を実地する 

○    ○ 

７ 春日井市 ・主な食材の産地の公表 

・放射能量測定器の導入と測定結果の公表 
○   ○  

８ 豊川市 1.豊川、県内産食材の優先的購入 

2.食材産地の公表 

3.公益財団法人愛知県学校給食会での食材の放射線量測定 

  ○  ○ 

９ 津島市 自治体独自の施策は行っていない   ○  ○ 

１０ 碧南市 食材については県の検査機関において、放射線量の検査を

している 
  ○  ○ 

１１ 刈谷市 ・給食用食材は、地元産や県内産など、できるだけ近場の産地

から購入するようにしています。 

・主な給食用食材の産地を毎月ホームページ上で公表していま

す。 

  ○  ○ 

１２ 豊田市 豊田市の給食では、放射性物質測定機を１台購入し、出荷前

の計画検査が義務付けられている１７都県産を対象とし、「食品

中の放射性セシウムスクリーニング法」に基づき市独自に検査を

実施する予定。 

○   ○  

１３ 安城市 特になし（学校教育課） 

平成２４年６月より、給食で使う食材で東日本を中心とした１７

都県で生産・収穫された野菜等青果物の放射能検査を行ってい

る。（教育課） 

○    ○ 

１４ 西尾市 必要に応じて食材を愛知県学校給食会に持ち込み検査す

る。 
  ○  ○ 

１５ 蒲郡市 地産地消を基本としたできる限りの地元、県内、近隣県及び西

日本方面の食材の選択。愛知県学校給食会所有の測定器を活

用した給食食材の放射能測定。 

  ○  ○ 
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１６ 犬山市 犬山市の学校給食は、それぞれの学校で給食を調理する自

校方式です。これは、各学校の特色に応じた献立作成ができる、

給食を作る調理員と子ども達がじかに触れあうことができるなど

素晴らしい方式だと考えています。市独自での食材の放射能測

定を考える場合、給食センター方式を採用している自治体とは

異なり、各学校において測定に必要な食材を確保することが必

要になることに加え、精度の高い測定器を各校に導入するには

多額の費用が必要となることを考慮すると、犬山市独自で放射性

物質の測定を行うことは困難であると考えます。 

しかし、学校給食で使用する米はこれまでも犬山産の物を使

用してきており、新米に切り替わった昨年１０月には放射能検査

を実施し、１キログラム当たり５ベクレル以下の「検出せず」である

ことを確認しています。この検査については、今年度の新米の時

期にも予定しています。また、昨年から引き続き、念のため野菜

などについては、１・２ヶ月に一度、学校給食会へ食品を持ち込

み、放射能検査を行っています。野菜などは季節によっては近

隣では賄えない場合がありますので、この検査については１７都

県の物を使用する場合に行っています。今年度も一度、検査に

持ち込んでいますが、昨年同様に検査を行ったすべての食品に

ついて、安全性が確認されています。以上のように、市独自での

放射能物質の測定はしておりませんが、毎朝、給食室にて、その

日に使用する食材を受け入れる際に、調理員が産地の確認を行

っております。使用した食材の産地は、学校のホームページにお

知らせしています。 

  ○  ○ 

１７ 常滑市 学校給食に使用する１７都県で生産された食材につきまして

は、定期的に愛知県学校給食会に検出検査を依頼し、その検査

結果を翌月の給食だより（献立表）で公表 

  ○  ○ 

１８ 江南市 愛知県内で実施されているモニタリングポストの測定結果の確

認、文部科学省のホームページによる、食材の出荷停止、出荷

制限を注視しながら食材の納入時に、産地の確認を行い、記録

するとともに不適当と判断したものは、交換の指示や使用を中止

しています。 

  ○  ○ 

１９ 小牧市 学校給食の食の安全性を確認するため、１０月を目処に放射

能測定器を導入。 
 ○  （未定） 

２０ 稲沢市 稲沢市独自の施策はありませんが、文部科学省の委託事業を

受けて県が行っている学校給食モニタリング事業に参加し放射

性物質について検査を行います。 

  ○  ○ 

２１ 新城市 愛知県のモニタリング事業を実施している   ○  ○ 

２２ 東海市 安全で安心な給食を提供し、保護者の不安を取り除くため、

放射能測定器による測定を実施 
○    ○ 

２３ 大府市 公益財団法人愛知県学校給食会へ食材の放射線測定検査

を依頼しています。学校給食で使用する食材は、地産地消を推

進する観点から、できるだけ地元の食材を使用するようにしてい

ます。 

  ○  ○ 

２４ 知多市 できるだけ県内産の食材を使用して地産地消に努めるほか、

放射性物質の検査対象区域になっている１７都県産の食材を使

用する場合は、厚生労働省が公表する食品中の放射性物質の

検査結果により、基準値超過品目でないことを確認した上で、納

品を受けています。 

  ○  ○ 



市町村名 
学校給食の食の安全、健康検査など子どもを 

被曝から守る自治体独自の施策 

食材用放射能 

測定器について 

自治体独自

の基準 
す
で
に
購
入
し
て
い
る 

購
入
の
予
定 

購
入
の
予
定
は
な
い 

設
定
し
て
い
る 

設
定
し
て
な
い 

２５ 知立市 平成２４年６月１日から、学校給食に使用する食材（青果物：東

日本産）について、放射線量測定器（ＮaI）ＴＩシンチレーションス

ペクトルメーターによる放射線量の測定を実施しています。 

○    ○ 

２６ 尾張旭市 放射線測定器で週１回食材を測定し、ＨＰで公表 ○    ○ 

２７ 高浜市 公益財団法人愛知県学校給食会に給食食材（青果物）につ

いて、放射性物質の検査をしている。 
  ○  ○ 

２８ 岩倉市 ・市内や県内でとれる農産物をできるだけ多く取り入れる 

・東日本１７都県から購入するものは放射測定結果を提出させる 
  ○  ○ 

２９ 豊明市 放射能測定器を購入し、測定を実施する予定（Ｈ２４.11 月頃

より） 
 ○   ○ 

３０ 日進市 （公財）愛知県学校給食会の放射線量測定と納入業者からの

食材の放射能測定結果の提出 
  ○  ○ 

３１ 田原市 平成２４年９月から実施 

１７都県産の食材のうち２３年７月以降の放射能検査で基準値

を超えた食材について、同都県産の同食材が納入された場合

に、放射線を測定する 

異常があったときには使用を中止し、放射能検査（外部委託）

を実施する 

○    ○ 

３２ 愛西市 文部科学省の委託事業「学校給食モニタリング事業」の活用

による、一定食材を検体検査により実施予定 
  ○  ○ 

３３ 清須市 特になし   ○  ○ 

３４ 北名古屋市 地産地消を積極的に取り組み、放射能の影響が産地からの購

入を避け、放射能汚染のない食材をできる限り使用しております

牛肉については当面の間使用しておりません。また使用した産

地を献立表にて公表しています 

 ○   ○ 

３５ 弥富市 学校給食の安全性を確認し、児童生徒の健康管理に資する

ため、学校給食で使用する総理指示対象自治体及びその隣接

自治体で生産された学校給食に供する食材について、毎月愛

知県学校給食会検査課へ放射線量の測定を依頼しています。９

月より放射線物質の検査についても、県学校給食会へ測定依頼

の予定です 

 ○   ○ 

３６ みよし市 なし   ○  ○ 

３７ あま市 平成２４年３月に放射線測定器シンチレーション式サーベイメ

ーターＣＫ-3Ｓを３台購入し、１７都県からの野菜などの放射線の

検出を行っており、８月にはベクレルモニターＬＢ２００を購入し測

定を行う。 

○    ○ 

３８ 長久手市 生鮮食材につていは１７都県の食材の使用の差し控え、加工

食品については放射能検査証明書により安全性が確保できるも

のを使用しています。なお、やむを得ず使用する場合は、愛知

県学校給食会又は民間検査機関に依頼して放射能測定を実施

しています。測定は使用する日毎の実施ではなく、産地が変わる

ごとに実施しています。 

  ○  ○ 

３９ 東郷町 なし   ○  ○ 

４０ 豊山町 出来るだけ愛知県産及び以南産のものを利用する。国より指

定された震災地周辺１７都県の産地のものを利用する際には、厚

生労働省や各自治体のＨＰより放射能検査結果及び納入業者

からの検査結果をもとに使用を判断している。検査機器購入及

び健康検査は行っていない。 

  ○  ○ 

４１ 大口町    ○  ○ 
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４２ 扶桑町 食材の物資選定時に、見積業者より産地等を明記のうえ提出

するよう指示しています。野菜類は、地産地消に取組、扶桑町・

愛知県・岐阜県等近隣産を優先して使用しています。放射性物

質に心配のある食材については、納入業者より放射性物質検査

結果を取り寄せ安全を確認しています。町独自で環境放射線モ

ニタを使用し野菜類を毎日計測して安全を確認しています。 

  ○  ○ 

４３ 大治町 学校給食については、国の安全基準を満たした食材の利用を

している。その他の独自の施策は特になし。 
  ○  ○ 

４４ 蟹江町 １７都県産地の青果物等は放射性物質の検査結果報告書の

提出を求めている。簡易測定器での検査をしている。 
  ○  ○ 

４５ 飛島村 学校給食会で実施するほかは、村独自の検査は行っていな

い。 
  ○  ○ 

４６ 阿久比町 なし   ○  ○ 

４７ 東浦町 学校給食の材料の購入にあたっては、地産地消を基本として

選定している。その他の地域からの購入については、厚生労働

省が示す基準値（一般食品は１キログラム当たり１００ベクレル、

牛乳、乳児用食品は５０ベクレル、飲料水は１０ベクレル）により、

国及び検査対象区域の１７都県で食品の放射性物質検査を実

施し、基準値を超える食品が流通することはないものと考える。 

  ○  ○ 

４８ 南知多町 県給食会に放射線検査を２３年度から依頼している。   ○  ○ 

４９ 美浜町 主食・牛乳は、愛知県給食会、牛乳協会が責任をもって検査

し、副食は、各産地等で安全確認された食材を仕入れているた

め、独自検査は行っていない。 

  ○  ○ 

５０ 武豊町 ９月分食材から、県学校給食会の約５００万円の放射能検査

器で検査をしていただき、町ホームページにて公表していきま

す。 

  ○  ○ 

５１ 幸田町 東日本産（１７都県）物資を使用する場合は、加工品について

検査結果の提出を納入業者へ義務付けること、及び青果物につ

いては納入後事前検査を検査機関等への依頼することとしてい

る。 

  ○  ○ 

５２ 設楽町 なし   ○  ○ 

５３ 東栄町 なし   ○  ○ 

５４ 豊根村 なし   ○  ○ 

 


